
小6 国語(日本語) 2学期 ９月 言葉の種類（動詞）
ど う し

名前

（１）次の文の空らん( ① )( ② )に入れるのによいと思うものを選びなさい。

○ わたしは 本を 読む。

○ 冷たい 風が ふく。

○ ベランダに ねこが いる。

「読む・ふく・いる」のように、「( ① )・どうなる・ある」を表す言葉を「( ② ) 」と

いう。動詞は、「読む・ふく・いる」と、言い切りの形が五十音図の「ウ段」の音で終わる。
ど う し だ ん

そして、次に続く言葉によって、「本を読もう。」「風がふきます。」「ねこがいます。」のよ

うに形が変わる。

文の中では、主に述語になる。
お も じゆつ ご

どんなだ 何だ どうする 動詞 形容詞 名詞
ど う し け い よ う し め い し

① ②

○ 次の言葉の中から、「動詞」を一つ選びなさい。
ど う し

（２） 古い ピアノ とても 買う

（３） きれいだ 映る たいへん 鳥
う つ

（４）次の文の下線のついた言葉の中から、動詞を選びなさい。
ど う し

光を 受けて きらきらと かがやく 水面を、静かに ながめていた。
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